久保栄作「林檎園日記」の上演を通じての一考察 : 劇中の信胤と道子の変化を中心にして by 平井 伸之





























































































































































































































































































Ⅶ お わ り に
終幕で，信胤は林檎村に残り無名作家として生き続けることを決意するのであるが，彼の決
意に至る心理を考察してみる。第三幕で志津子の兄の遺言と彼女の思いに動かされた信胤は，
懸賞への応募を思いとどまる気持ちになったのは間違いない。一方で彼は第四幕の始まりでは
新たに見つかった開拓当時の資料を手に入れている。資料にある事実としての記録の重さに圧
倒された彼の興味は，安部林檎園を題材とした自作から，構想していた「安部百人伝」へと移っ
たのではないだろうか。懸賞に応募するためには，没落に瀕した家族が一致団結して苦境を脱
するという時勢に合った明るい結末にしなければならない。そのような作品を書くより，自身
が本物と思う作品を書きたい，資料を手に入れた今なら書けると彼は思ったのだ。以上のよう
な背景があり，正義が硫黄鉱山の失敗を告白し，安部林檎園の消滅と一家離散が決定的になっ
た時に，信胤は決断したと筆者は考える。作家として戦争協力となる行為は決してするまい，
そのためには一生無名作家であっても構わないと。これまで，ただ迷うばかりであった信胤は，
自分の道へ踏み出そうとするのである。
続いて，道子の心理についても考察してみる。彼女は安部家を立て直すことだけを願うが，
第一幕で頼りにしていた父をあてにすることはできないと悟る。ならば独力でと第二幕で園地
の買い替えを提案するが寿々に却下される。安部家を救おうと孤軍奮闘する彼女の行為は，常
に当の安部家に阻まれる。第四幕で安部家の没落が決定的であることを告げられ，道子は激し
く泣く。彼女の涙は，愛しい安部家への決別の涙であった。道子の行く末について考えてみる
と選択肢は三つあった。第一は幸彦と結婚し上田家に入ること，第二は源三郎を頼り安部家の
存続の道を探ること，第三は今朝吉と一緒に内地に行くことである。道子は第三の道を選んだ。
既に「家」と決別した彼女は，いつも陰から彼女を見守ってきた今朝吉との再出発を選択した
のである。
「林檎園日記」では，綿密な調査に基づく林檎園経営の様子と日本の近代化と戦争との関係
を背景に，いわば類型としての人物たちが描かれている。当時，多くの正義のような人物は存
在しただろうし，源三郎や信胤など他の登場人物も然りである。類型としての人物たちの思い
や藤を通じて自然に主題が浮かび上がってくる。このような作品では，時代背景，空気，世
相，類型としての役の立場を理解しなければ舞台にリアリティを醸し出すことは出来ない。更
に言えばリアリティのある舞台を現出させることが出来た時に，観客は時代を超えた人間の普
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遍性を感じ，多様な解釈が可能となる。この物語を弱々しい信胤が何とか個を確立しようとす
る話と捉えることも出来るし，道子の姿に女性の自立を重ね合わせることも出来る。戦争の泥
沼に入り込みつつあった当時の日本に，現代の日本が抱えるある種の危うさとの類似を感じる
ことも出来るのである。
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